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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　道路長さ方向に設置した複数の橋桁に支持させた複数車線用の既設コンクリート床版の

道路幅員方向を一次施工部と二次施工部に分割した架け替え区画を設定し、前記二次施工

部を道路として共用可能な状態で残してこれと隣接する一次施工部の架け替えを行い、架

け替え後の一次施工部を道路として共用させた後、前記二次施工部の架け替えを行い、前

記一次施工部と一体化させて全体を道路として共用させる高架道路用コンクリート床版の

架け替え方法において、

　前記一次施工部の架け替えは、該一次施工部の既設コンクリート床版を除去し、その除

去された一次施工部に、幅員方向にプレストレスを付与したプレテンションプレキャスト

ＰＣ版を架設して一次施工部の新コンクリート床版を構築し、該一次施工部の新コンクリ

ート床版上を道路として共用させた後、前記二次施工部の既設コンクリート床版を除去し

、その除去した部分に二次施工部の新コンクリート床版を架設し、

　該二次施工部の新コンクリート床版の前記一次施工部側とは反対側の端部から先に架設

されているプレテンションプレキャストＰＣ版の前記二次施工部側の端部に連続させてポ

ストテンション用ＰＣ緊張材を挿通し、

　該ＰＣ緊張材を緊張することにより、前記二次施工部の新コンクリート床版にプレスト

レスを付与して必要な応力が導入されたポストテンションＰＣ床版とするとともに、該ポ

ストテンションＰＣ床版と前記プレテンションプレキャストＰＣ版との連結部分とにプレ

ストレスを導入させた架け替えＰＣ床版とすることを特徴としてなる高架道路用コンクリ
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ー ト 床 版 の 架 け 替 え 方 法 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 ポ ス ト テ ン シ ョ ン Ｐ Ｃ 床 版 は 、 前 記 二 次 施 工 部 の 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 を 除 去 し た

鋼 桁 上 に プ レ キ ャ ス ト の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 版 を 並 べ て 架 設 す る こ と に よ り 二 次 施 工 部 の 新

コ ン ク リ ー ト 床 版 と し 、 し か る 後 、 前 記 ポ ス ト テ ン シ ョ ン 用 Ｐ Ｃ 緊 張 材 に よ る プ レ ス ト レ

ス を 付 与 す る こ と に よ り 構 成 さ れ る 請 求 項 １ に 記 載 の 高 架 道 路 用 コ ン ク リ ー ト 床 版 の 架 け

替 え 方 法 。

【 請 求 項 ３ 】

　 ポ ス ト テ ン シ ョ ン Ｐ Ｃ 床 版 は 、 場 所 打 ち の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 版 を 、 前 記 二 次 施 工 部 の 既

設 コ ン ク リ ー ト 床 版 を 除 去 し た 鋼 桁 上 に 二 次 施 工 部 の 新 コ ン ク リ ー ト 床 版 を 構 築 し 、 し か

る 後 、 前 記 ポ ス ト テ ン シ ョ ン 用 Ｐ Ｃ 緊 張 材 に よ る プ レ ス ト レ ス を 付 与 す る こ と に よ り 構 成

さ れ る 請 求 項 １ に 記 載 の 高 架 道 路 用 コ ン ク リ ー ト 床 版 の 架 け 替 え 方 法 。

【 請 求 項 ４ 】

　 高 架 道 路 用 コ ン ク リ ー ト 床 版 の 全 幅 員 方 向 に プ レ ス ト レ ス が 導 入 さ れ て お り 、 該 幅 員 方

向 を ２ 分 割 し た 一 次 施 工 部 と 二 次 施 工 部 と か ら 構 成 さ れ 、

　 前 記 一 次 施 工 部 は 、 プ レ テ ン シ ョ ン 方 式 に よ っ て プ レ ス ト レ ス が 付 与 さ れ た プ レ テ ン シ

ョ ン プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 を 鋼 桁 の 長 さ 方 向 に 多 数 並 べ て 支 持 さ せ る こ と に よ っ て 構 成 さ れ

、

　 該 プ レ テ ン シ ョ ン プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 の 裏 面 に 突 出 さ せ た 緊 張 支 圧 部 が 備 え ら れ 、

　 前 記 二 次 施 工 部 は 、 ポ ス ト テ ン シ ョ ン 方 式 に よ る ポ ス ト テ ン シ ョ ン Ｐ Ｃ 床 版 を も っ て 構

成 さ れ 、

　 前 記 プ レ テ ン シ ョ ン プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 に は 、 そ の 前 記 ポ ス ト テ ン シ ョ ン Ｐ Ｃ 床 版 側 の

端 面 と 前 記 緊 張 支 圧 部 に 連 通 開 口 す る Ｐ Ｃ 緊 張 材 挿 通 孔 が 形 成 さ れ て い る と と も に 、 前 記

ポ ス ト テ ン シ ョ ン Ｐ Ｃ 床 版 に は 、 前 記 プ レ テ ン シ ョ ン プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 側 の 端 面 と そ の

反 対 側 の 端 面 に 連 通 開 口 さ せ た Ｐ Ｃ 緊 張 材 挿 通 孔 を 備 え 、

　 前 記 両 Ｐ Ｃ 緊 張 材 挿 通 孔 に 連 続 し て 挿 通 さ れ た ポ ス ト テ ン シ ョ ン 用 Ｐ Ｃ 緊 張 材 を 緊 張 す

る こ と に よ っ て 、 前 記 ポ ス ト テ ン シ ョ ン Ｐ Ｃ 床 版 に プ レ ス ト レ ス を 導 入 さ せ る と と も に 、

前 記 プ レ テ ン シ ョ ン プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 と 前 記 ポ ス ト テ ン シ ョ ン Ｐ Ｃ 床 版 と を 一 体 化 さ せ

て な る 高 架 道 路 用 架 け 替 え Ｐ Ｃ 床 版 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 主 と し て 鋼 桁 と コ ン ク リ ー ト 床 版 と か ら な る 鋼 桁 橋 に お け る コ ン ク リ ー ト 床

版 部 分 を 架 け 替 え る た め の 高 架 道 路 用 コ ン ク リ ー ト 床 版 の 架 け 替 え 方 法 及 び 同 方 法 に よ る

架 け 替 え Ｐ Ｃ 床 版 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 一 般 に 、 鋼 桁 橋 に お け る コ ン ク リ ー ト 床 版 は 、 車 両 を 直 接 支 持 す る 構 造 部 材 で あ り 、 車

両 交 通 量 の 増 大 と 車 両 の 大 型 化 の 影 響 を 直 接 受 け 、 架 け 替 え が 必 要 な 損 傷 事 例 が 多 発 し て

い る 。 ま た 、 寒 冷 地 に お け る 凍 結 防 止 剤 の 散 布 、 海 洋 か ら の 飛 来 塩 分 の 影 響 を 受 け 、 コ ン

ク リ ー ト 内 の 鋼 材 が 腐 食 す る こ と に よ る 塩 害 劣 化 事 例 も 多 発 し て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 従 来 、 上 記 の よ う な コ ン ク リ ー ト 床 版 の 損 傷 に 対 す る 対 策 と し て 補 修 工 法 が 多 く 開 発 さ

れ て い る が 、 根 本 的 な 対 策 と し て 、 コ ン ク リ ー ト 床 版 を 取 り 替 え る 工 法 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 コ ン ク リ ー ト 床 版 の 取 り 替 え 方 法 と し て は 、 既 設 の 床 版 を 撤 去 し た 後 、 型 枠 、 鉄 筋 を 組

立 、 コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て 新 た な 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 床 版 を 構 築 す る 方 法 や 、 既 設 床 版 を

撤 去 し た 後 、 プ レ キ ャ ス ト の プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト 版 （ 以 下 Ｐ Ｃ 版 と 記 す ） を 並 べ

て 設 置 し 新 た に Ｐ Ｃ 床 版 を 架 設 す る 方 法 （ 例 え ば 特 許 文 献 １ ， ２ ） が あ る が 、 こ れ ら の 工

法 は 、 道 路 の 幅 員 全 域 を 同 時 に 取 り 替 え る も の で あ る た め 、 道 路 が 全 幅 員 に お い て 使 用 不
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能 と な り 、 工 事 期 間 中 は 道 路 を 閉 鎖 し な け れ ば な ら ず 、 道 路 の 交 通 事 情 を 悪 化 さ せ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 こ の 問 題 を 解 決 す る 方 法 と し て 、 コ ン ク リ ー ト 床 版 の 取 り 替 え を 、 道 路 を 幅 員 方 向 を 一

次 施 工 部 と 二 次 施 工 部 と に 分 け 、 二 次 施 工 部 の 共 用 を 継 続 さ せ た 状 態 で 、 一 次 施 工 部 の 架

け 替 え 工 事 を 施 工 し 、 一 次 施 工 部 の 架 け 替 え 完 了 後 、 こ れ を 道 路 と し て 共 用 さ せ た 後 、 残

り の 二 次 施 工 部 の 架 け 替 え を 施 工 す る 方 法 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 更 に 具 体 的 に は 、 図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 コ ン ク リ ー ト 床 版 １ 上 の 道 路 の 全 幅 員 を 共

用 し て い る 状 態 で 、 幅 員 方 向 に ２ 分 す る た め の 切 断 位 置 ２ の 下 面 に 仮 支 持 桁 ３ を 架 設 す る

。 こ の 仮 支 持 桁 ３ は 、 隣 り 合 う 主 鋼 桁 ４ ， ４ に 支 持 さ せ た 横 桁 ５ ， ５ に よ っ て 支 持 さ せ る

。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 次 い で 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 切 断 位 置 ２ を 境 に し た 二 次 施 工 部 ７ を 共 用 さ せ た 状 態 で

、 一 次 施 工 部 ６ の 既 設 床 版 を 除 去 し 、 図 ６ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 除 去 し た 部 分 に 床 版 １ を

半 割 状 に し た プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 ８ を 架 設 す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 次 い で 、 図 ７ （ ｄ ） に 示 す よ う に 新 た に 架 設 さ れ た プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 ８ か ら な る 床 版

上 を 共 用 さ せ 、 未 取 り 替 え の 残 り の 二 次 施 工 部 ７ の 既 設 床 版 を 除 去 し 、 然 る 後 図 ７ （ ｅ ）

に 示 す よ う に 除 去 さ れ た 部 分 に 、 残 り の 半 割 状 の プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 ９ を 架 設 し 、 両 床 版

８ ， ９ 間 を 連 結 し て 一 体 化 さ せ た 床 版 １ ０ を 構 成 さ せ る こ と に よ り 架 け 替 え を 完 了 し 、 図

７ （ ｆ ） に 示 す よ う に 全 幅 員 に 亘 っ て 共 用 さ せ る と い う 方 法 が あ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ７ － ２ ３ ９ ３ ６ ５ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ９ － ２ ６ ４ ０ ４ ０ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 上 述 し た 従 来 の 方 法 で は 、 幅 員 方 向 に 複 数 枚 の プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 ８ ， ９ を 連 結 し て 一

体 化 さ せ た 床 版 １ ０ を 構 成 さ せ る も の で あ る が 、 単 に プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 ８ ， ９ を 接 合 さ

せ る の み で は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 プ レ ス ト レ ス の 分 布 は 、 各 プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 ８ ， ９

の 接 合 側 端 部 に は プ レ ス ト レ ス が 導 入 さ れ ず 、 所 望 の プ レ ス ト レ ス が １ ０ ０ ％ 有 効 と な る

の は 、 端 部 か ら 一 定 長 だ け 後 退 し た 位 置 か ら で あ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 こ の た め 従 来 は 、 図 ９ に 示 す よ う に 各 プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 ８ ， ９ の 鉄 筋 １ １ ， １ １ を 溶

接 す る 方 法 や 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 １ ２ を 両 プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 ８ ， ９ に 跨 ら

せ て 埋 設 す る 方 法 、 更 に は 図 １ １ 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 両 プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 ８ ， ９ に 跨

ら せ 、 両 端 が 各 プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 の 下 面 に 開 口 し た 弧 状 の Ｐ Ｃ 緊 張 材 挿 通 孔 １ ３ を 形 成

し て お き 、 こ れ に 連 結 の た め の Ｐ Ｃ ス ト ラ ン ド １ ４ を 通 し 、 こ れ を 緊 張 す る こ と に よ っ て

連 結 す る 方 法 等 が あ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 こ れ ら の 従 来 の 方 法 の 内 、 図 ９ 、 図 １ ０ に 示 す 方 法 で は 、 プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 接 合 部 分

に プ レ ス ト レ ス が 導 入 さ れ な い た め 、 仮 保 持 桁 ３ を そ の ま ま 残 す こ と が 必 須 と な り 、 図 １

１ 、 図 １ ２ の よ う に Ｐ Ｃ ス ト ラ ン ド に よ る 緊 張 力 を 付 与 す る 場 合 で あ っ て も 、 図 １ １ の よ

う に Ｐ Ｃ ス ト ラ ン ド １ ４ が 短 い と 緊 張 時 の 伸 び 代 が 不 十 分 と な っ て 十 分 な プ レ ス ト レ ス が

導 入 さ れ 難 い と い う 問 題 が あ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 ま た 、 図 １ ２ に 示 す よ う に Ｐ Ｃ ス ト ラ ン ド １ ４ の 長 さ を プ レ ス ト レ ス 導 入 に 必 要 な 長 さ

と す る と 、 各 プ レ テ ン シ ョ ン プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 ８ ． ９ の 端 部 に 各 プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 全
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幅 に 対 す る Ｐ Ｃ 緊 張 材 に よ る プ レ ス ト レ ス 、 連 結 の た め の Ｐ Ｃ ス ト ラ ン ド に よ る プ レ ス ト

レ ス が 重 複 し て 導 入 さ れ る 部 分 が 発 生 し 、 不 経 済 と な る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 更 に 、 プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 ８ ， ９ を 連 結 し て 使 用 す る 場 合 、 プ レ ス ト レ ス 導 入 の た め の

Ｐ Ｃ 緊 張 材 は 、 各 プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 の 両 端 に お い て 定 着 さ れ な け れ ば な ら な い た め 、 定

着 の た め の 金 物 を 多 く 必 要 と し 、 こ の 金 物 は 、 プ レ ス ト レ ス の 導 入 及 び 維 持 の た め に 重 要

な 部 品 で あ る た め 、 材 質 、 寸 法 精 度 等 に お い て 高 品 質 で あ る 必 要 か ら 高 価 と な ら ざ る を 得

ず 、 こ の 使 用 数 が 多 け れ ば そ の 分 架 け 替 え コ ス ト に 大 き く 影 響 を 及 ぼ す と い う 問 題 が あ っ

た 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 本 発 明 は こ の よ う な 従 来 の 問 題 に 鑑 み 、 既 設 の 床 版 を 道 路 幅 員 方 向 に 複 数 分 割 し 、 共 用

部 分 を 残 し た 状 態 で 、 他 の 部 分 の 架 け 替 え を 行 う 分 割 施 工 に よ る 高 架 道 路 用 コ ン ク リ ー ト

床 版 の 架 け 替 え 方 法 に お い て 、 架 け 替 え 工 事 完 了 後 の 新 コ ン ク リ ー ト 床 版 に 対 す る 分 割 施

工 部 分 相 互 間 に お け る プ レ ス ト レ ス の 導 入 が 、 連 続 し た 状 態 で な さ れ 、 し か も 従 来 の プ レ

テ ン シ ョ ン プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 を 連 結 し て 床 版 を 構 成 さ せ る 場 合 に 比 べ 、 低 コ ス ト で 施 工

で き る 高 架 道 路 用 コ ン ク リ ー ト 床 版 の 架 け 替 え 方 法 及 び そ の 架 け 替 え 床 版 の 提 供 を 目 的 と

し て な さ れ た も の で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 の 第 １ の 特 徴 は 、 道 路 長 さ 方 向 に 設 置 し た 複 数 の 橋

桁 に 支 持 さ せ た 複 数 車 線 用 の 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 の 道 路 幅 員 方 向 を 一 次 施 工 部 と 二 次 施

工 部 に 分 割 し た 架 け 替 え 区 画 を 設 定 し 、 前 記 二 次 施 工 部 を 道 路 と し て 共 用 可 能 な 状 態 で 残

し て こ れ と 隣 接 す る 一 次 施 工 部 の 架 け 替 え を 行 い 、 架 け 替 え 後 の 一 次 施 工 部 を 道 路 と し て

共 用 さ せ た 後 、 前 記 二 次 施 工 部 の 架 け 替 え を 行 い 、 前 記 一 次 施 工 部 と 一 体 化 さ せ て 全 体 を

道 路 と し て 共 用 さ せ る 高 架 道 路 用 コ ン ク リ ー ト 床 版 の 架 け 替 え 方 法 に お い て 、 前 記 一 次 施

工 部 の 架 け 替 え は 、 該 一 次 施 工 部 の 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 を 除 去 し 、 そ の 除 去 さ れ た 一 次

施 工 部 に 、 幅 員 方 向 に プ レ ス ト レ ス を 付 与 し た プ レ テ ン シ ョ ン プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 を 架 設

し て 一 次 施 工 部 の 新 コ ン ク リ ー ト 床 版 を 構 築 し 、 該 一 次 施 工 部 の 新 コ ン ク リ ー ト 床 版 上 を

道 路 と し て 共 用 さ せ た 後 、 前 記 二 次 施 工 部 の 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 を 除 去 し 、 そ の 除 去 し

た 部 分 に 二 次 施 工 部 の 新 コ ン ク リ ー ト 床 版 を 架 設 し 、 該 二 次 施 工 部 の 新 コ ン ク リ ー ト 床 版

の 前 記 一 次 施 工 部 側 と は 反 対 側 の 端 部 か ら 先 に 架 設 さ れ て い る プ レ テ ン シ ョ ン プ レ キ ャ ス

ト Ｐ Ｃ 版 の 前 記 二 次 施 工 部 側 の 端 部 に 連 続 さ せ て ポ ス ト テ ン シ ョ ン 用 Ｐ Ｃ 緊 張 材 を 挿 通 し

、 　 該 Ｐ Ｃ 緊 張 材 を 緊 張 す る こ と に よ り 、 前 記 二 次 施 工 部 の 新 コ ン ク リ ー ト 床 版 に プ レ ス

ト レ ス を 付 与 し て 必 要 な 応 力 が 導 入 さ れ た ポ ス ト テ ン シ ョ ン Ｐ Ｃ 床 版 と す る と と も に 、 該

ポ ス ト テ ン シ ョ ン Ｐ Ｃ 床 版 と 前 記 プ レ テ ン シ ョ ン プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 と の 連 結 部 分 と に プ

レ ス ト レ ス を 導 入 さ せ た 架 け 替 え Ｐ Ｃ 床 版 と す る 架 け 替 え Ｐ Ｃ 床 版 と す る こ と を 特 徴 と し

て な る 高 架 道 路 用 コ ン ク リ ー ト 床 版 の 架 け 替 え 方 法 。

　 本 発 明 の 第 ２ の 特 徴 は 、 前 記 第 １ の 特 徴 の 構 成 に 加 え 、 前 記 ポ ス ト テ ン シ ョ ン Ｐ Ｃ 床 版

は 、 前 記 二 次 施 工 部 の 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 を 除 去 し た 鋼 桁 上 に プ レ キ ャ ス ト の 鉄 筋 コ ン

ク リ ー ト 版 を 並 べ て 架 設 す る こ と に よ り 二 次 施 工 部 の 新 コ ン ク リ ー ト 床 版 と し 、 し か る 後

、 前 記 ポ ス ト テ ン シ ョ ン 用 Ｐ Ｃ 緊 張 材 に よ る プ レ ス ト レ ス を 付 与 す る こ と に よ り 構 成 さ れ

る こ と に あ る 。

　 本 発 明 の 第 ３ の 特 徴 は 、 前 記 第 １ の 特 徴 の 構 成 に 加 え 、 ポ ス ト テ ン シ ョ ン Ｐ Ｃ 床 版 は 、

場 所 打 ち の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 版 を 、 前 記 二 次 施 工 部 の 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 を 除 去 し た 鋼

桁 上 に 二 次 施 工 部 の 新 コ ン ク リ ー ト 床 版 を 構 築 し 、 し か る 後 、 前 記 ポ ス ト テ ン シ ョ ン 用 Ｐ

Ｃ 緊 張 材 に よ る プ レ ス ト レ ス を 付 与 す る こ と に よ り 構 成 さ れ る こ と に あ る

　 本 発 明 の 第 ４ の 特 徴 は 、 高 架 道 路 用 コ ン ク リ ー ト 床 版 の 全 幅 員 方 向 に プ レ ス ト レ ス が 導

入 さ れ て お り 、 該 幅 員 方 向 を ２ 分 割 し た 一 次 施 工 部 と 二 次 施 工 部 と か ら 構 成 さ れ 、 前 記 一

次 施 工 部 は 、 プ レ テ ン シ ョ ン 方 式 に よ っ て プ レ ス ト レ ス が 付 与 さ れ た プ レ テ ン シ ョ ン プ レ

キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 を 鋼 桁 の 長 さ 方 向 に 多 数 並 べ て 支 持 さ せ る こ と に よ っ て 構 成 さ れ 、 該 プ レ
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テ ン シ ョ ン プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 の 裏 面 に 突 出 さ せ た 緊 張 支 圧 部 が 備 え ら れ 、 　 前 記 二 次 施

工 部 は 、 ポ ス ト テ ン シ ョ ン 方 式 に よ る ポ ス ト テ ン シ ョ ン Ｐ Ｃ 床 版 を も っ て 構 成 さ れ 、 前 記

プ レ テ ン シ ョ ン プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 に は 、 そ の 前 記 ポ ス ト テ ン シ ョ ン Ｐ Ｃ 床 版 側 の 端 面 と

前 記 緊 張 支 圧 部 に 連 通 開 口 す る Ｐ Ｃ 緊 張 材 挿 通 孔 が 形 成 さ れ て い る と と も に 、 前 記 ポ ス ト

テ ン シ ョ ン Ｐ Ｃ 床 版 に は 、 前 記 プ レ テ ン シ ョ ン プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 側 の 端 面 と そ の 反 対 側

の 端 面 に 連 通 開 口 さ せ た Ｐ Ｃ 緊 張 材 挿 通 孔 を 備 え 、 前 記 両 Ｐ Ｃ 緊 張 材 挿 通 孔 に 連 続 し て 挿

通 さ れ た ポ ス ト テ ン シ ョ ン 用 Ｐ Ｃ 緊 張 材 を 緊 張 す る こ と に よ っ て 、 前 記 ポ ス ト テ ン シ ョ ン

Ｐ Ｃ 床 版 に プ レ ス ト レ ス を 導 入 さ せ る と と も に 、 前 記 プ レ テ ン シ ョ ン プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版

と 前 記 ポ ス ト テ ン シ ョ ン Ｐ Ｃ 床 版 と を 一 体 化 さ せ て な る 高 架 道 路 用 架 け 替 え Ｐ Ｃ 床 版 に あ

る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ７ 】

　 本 発 明 に お い て は 、 一 次 施 工 部 の 架 け 替 え は 、 該 一 次 施 工 部 の 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 を

除 去 し 、 そ の 除 去 さ れ た 一 次 施 工 部 に 、 幅 員 方 向 に プ レ ス ト レ ス を 付 与 し た プ レ テ ン シ ョ

ン プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 を 架 設 し て 一 次 施 工 部 に 新 コ ン ク リ ー ト 床 版 を 構 築 し 、 該 一 次 施 工

部 の 新 コ ン ク リ ー ト 床 版 上 を 道 路 と し て 共 用 さ せ た 後 、 前 記 二 次 施 工 部 の 既 設 コ ン ク リ ー

ト 床 版 を 除 去 し 、 そ の 除 去 し た 部 分 に 二 次 施 工 部 の コ ン ク リ ー ト 床 版 を 架 設 し 、 該 コ ン ク

リ ー ト 床 版 と 先 に 架 設 さ れ て い る プ レ テ ン シ ョ ン プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 の 端 部 と に 連 続 さ せ

て ポ ス ト テ ン シ ョ ン 用 Ｐ Ｃ 緊 張 材 を 挿 通 し 、 該 Ｐ Ｃ 緊 張 材 を 緊 張 す る こ と に よ り 前 記 二 次

施 工 部 の コ ン ク リ ー ト 床 版 に プ レ ス ト レ ス を 付 与 し て ポ ス ト テ ン シ ョ ン Ｐ Ｃ 床 版 と す る と

と も に 、 該 ポ ス ト テ ン シ ョ ン Ｐ Ｃ 床 版 と 前 記 プ レ テ ン シ ョ ン プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 と が 一 体

化 さ れ た 架 け 替 え Ｐ Ｃ 床 版 と す る よ う に し た こ と に よ り 、 一 次 施 工 部 と 二 次 施 工 部 と の 境

界 に お い て も 、 ポ ス ト テ ン シ ョ ン Ｐ Ｃ 床 版 と 同 様 の プ レ ス ト レ ス を 導 入 す る こ と が で き 、

ま た 、 従 来 例 に 示 し た よ う な 一 次 施 工 部 と 二 次 施 工 部 の 接 合 部 分 に お け る Ｐ Ｃ 緊 張 材 の 重

な り 部 分 が 少 な く な り 、 経 済 性 が 高 い 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 ま た 、 架 け 替 え 完 了 後 に 恒 久 的 な 仮 鋼 桁 を 残 し て お く 必 要 が な く 、 使 用 し た 仮 設 支 持 材

を 撤 去 し 、 再 使 用 に 供 す る こ と が で き 経 済 性 が 高 い 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 ま た 、 半 分 で あ る 一 次 施 工 部 を プ レ テ ン シ ョ ン プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 を 使 用 し て 架 け 替 え

る こ と に よ り 、 使 用 す る Ｐ Ｃ 緊 張 材 の 緊 張 定 着 金 具 の 使 用 数 を 減 ら す こ と が で き 、 コ ス ト

を 削 減 で き る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 　 本 発 明 の 高 架 道 路 用 架 け 替 え Ｐ Ｃ 床 版 に お い て は 、 高 架 道 路 用 コ ン ク リ ー ト 床 版 の 全

幅 員 方 向 に プ レ ス ト レ ス が 導 入 さ れ て お り 、 該 幅 員 方 向 を ２ 分 割 し た 一 次 施 工 部 と 二 次 施

工 部 と か ら 構 成 さ れ 、 前 記 一 次 施 工 部 は 、 プ レ テ ン シ ョ ン 方 式 に よ っ て プ レ ス ト レ ス が 付

与 さ れ た プ レ テ ン シ ョ ン プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 を 鋼 桁 の 長 さ 方 向 に 多 数 並 べ て 支 持 さ せ る こ

と に よ っ て 構 成 さ れ 、 該 プ レ テ ン シ ョ ン プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 の 裏 面 に 突 出 さ せ た 緊 張 支 圧

部 が 備 え ら れ 、 　 前 記 二 次 施 工 部 は 、 ポ ス ト テ ン シ ョ ン 方 式 に よ る ポ ス ト テ ン シ ョ ン Ｐ Ｃ

床 版 を も っ て 構 成 さ れ 、 前 記 プ レ テ ン シ ョ ン プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 に は 、 そ の 前 記 ポ ス ト テ

ン シ ョ ン Ｐ Ｃ 床 版 側 の 端 面 と 前 記 緊 張 支 圧 部 に 連 通 開 口 す る Ｐ Ｃ 緊 張 材 挿 通 孔 が 形 成 さ れ

て い る と と も に 、 前 記 ポ ス ト テ ン シ ョ ン Ｐ Ｃ 床 版 に は 、 前 記 プ レ テ ン シ ョ ン プ レ キ ャ ス ト

Ｐ Ｃ 版 側 の 端 面 と そ の 反 対 側 の 端 面 に 連 通 開 口 さ せ た Ｐ Ｃ 緊 張 材 挿 通 孔 を 備 え 、 前 記 両 Ｐ

Ｃ 緊 張 材 挿 通 孔 に 連 続 し て 挿 通 さ れ た ポ ス ト テ ン シ ョ ン 用 Ｐ Ｃ 緊 張 材 を 緊 張 す る こ と に よ

っ て 、 前 記 ポ ス ト テ ン シ ョ ン Ｐ Ｃ 床 版 に プ レ ス ト レ ス を 導 入 さ せ る と と も に 、 前 記 プ レ テ

ン シ ョ ン プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 と 前 記 ポ ス ト テ ン シ ョ ン Ｐ Ｃ 床 版 と の 連 結 部 分 と に プ レ ス ト

レ ス を 導 入 さ せ た こ と に よ り 、 道 路 の 全 面 的 な 閉 鎖 を 回 避 し 、 よ り 低 コ ス ト で 短 期 間 に 施

工 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ １ 】
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【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 高 架 道 路 用 架 け 替 え Ｐ Ｃ 床 版 の 実 施 の 一 例 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 同 Ｐ Ｃ 床 版 の 一 次 架 け 替 え 部 に 使 用 す る プ レ テ ン シ ョ ン プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 を 示

す 底 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 方 法 の 一 例 の 施 工 工 程 を 示 す も の で 、 （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 、 前 半 工 程 の 説 明

図 で あ る 。

【 図 ４ 】 本 発 明 方 法 の 一 例 の 施 工 工 程 を 示 す も の で 、 （ ｄ ） ～ （ ｆ ） は 、 後 半 工 程 の 説 明

図 で あ る 。

【 図 ５ 】 （ ａ ） ～ （ ｃ ） 本 発 明 に 係 る 高 架 道 路 用 架 け 替 え Ｐ Ｃ 床 版 の プ レ ス ト レ ス に よ る

応 力 説 明 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 従 来 方 法 の 施 工 工 程 を 示 す も の で 、 （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 、 前 半 工 程 の 説 明 図 で あ る

。

【 図 ７ 】 従 来 方 法 の 施 工 工 程 を 示 す も の で 、 （ ｄ ） ～ （ ｆ ） は 、 後 半 工 程 の 説 明 図 で あ る

。

【 図 ８ 】 従 来 方 法 に よ る 高 架 道 路 用 架 け 替 え Ｐ Ｃ 床 版 の プ レ ス ト レ ス に よ る 応 力 説 明 図 で

あ る 。

【 図 ９ 】 従 来 方 法 に よ る 一 次 施 工 部 と 二 次 施 工 部 の 連 結 状 態 の 一 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 従 来 方 法 に よ る 一 次 施 工 部 と 二 次 施 工 部 の 連 結 状 態 の 他 の 例 を 示 す 断 面 図 で あ

る 。

【 図 １ １ 】 従 来 方 法 に よ る 一 次 施 工 部 と 二 次 施 工 部 の 連 結 状 態 の 更 に 他 の 例 を 示 す 断 面 図

で あ る 。

【 図 １ ２ 】 従 来 方 法 に よ る 一 次 施 工 部 と 二 次 施 工 部 の 連 結 状 態 の 更 に 他 の 例 を 示 す 断 面 図

で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 の 態 様 を 、 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 に 係 る 高 架 道 路

用 架 け 替 え Ｐ Ｃ 床 版 を 示 し て い る 。 こ の 架 け 替 え 後 の 架 け 替 え Ｐ Ｃ 床 版 ２ ０ は 、 既 設 コ ン

ク リ ー ト 床 版 を ２ つ に 区 画 し 、 そ の 内 の 先 に 施 工 し た １ 区 画 で あ る 一 次 施 工 部 ２ ０ ａ と 、

該 一 次 施 工 部 ２ ０ ａ の 施 工 後 に 施 工 し た 他 の １ 区 画 で あ る 二 次 施 工 部 ２ ０ ｂ と か ら 構 成 さ

れ て お り 、 全 体 が 複 数 の 鋼 桁 ２ １ に 支 持 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 一 次 施 工 部 ２ ０ ａ は 、 プ レ テ ン シ ョ ン 方 式 に よ っ て プ レ ス ト レ ス が 付 与 さ れ た プ レ テ ン

シ ョ ン プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 ２ ３ を 鋼 桁 ２ １ の 長 さ 方 向 に 多 数 並 べ て 支 持 さ せ る こ と に よ っ

て 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 プ レ テ ン シ ョ ン プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 ２ ３ は 、 図 に は 示 し て な い が 、 型 枠 内 に プ レ テ ン シ

ョ ン 用 Ｐ Ｃ 緊 張 材 ２ ４ を 所 望 の 緊 張 力 で 緊 張 し た 状 態 で 設 置 し て お き 、 こ れ を 埋 め 込 む よ

う 型 枠 内 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 し 、 所 定 の 強 度 に 達 し た 後 、 プ レ テ ン シ ョ ン 用 Ｐ Ｃ 緊 張 材

２ ４ を 切 断 し 、 そ の 際 の プ レ テ ン シ ョ ン 用 Ｐ Ｃ 緊 張 材 ２ ４ の 戻 り 力 に よ っ て プ レ キ ャ ス ト

コ ン ク リ ー ト 版 に プ レ ス ト レ ス を 導 入 し た も の で あ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 こ の プ レ テ ン シ ョ ン プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 ２ ３ に は 、 図 １ 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 裏 面 に 突

出 さ せ た 緊 張 支 圧 部 ２ ５ が 形 成 さ れ 、 二 次 施 工 部 ２ ０ ｂ 側 の 端 面 か ら 緊 張 支 圧 部 ２ ５ に 連

通 開 口 す る Ｐ Ｃ 緊 張 材 挿 通 孔 ２ ６ が 形 成 さ れ て お り 、 緊 張 支 圧 部 ２ ５ に は 、 Ｐ Ｃ 緊 張 材 端

部 定 着 具 ２ ７ が 埋 設 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 二 次 施 工 部 ２ ０ ｂ は 、 ポ ス ト テ ン シ ョ ン 方 式 に よ る ポ ス ト テ ン シ ョ ン Ｐ Ｃ 床 版 ３ ０ を も

っ て 構 成 さ れ 、 こ の ポ ス ト テ ン シ ョ ン Ｐ Ｃ 床 版 ３ ０ に は 、 隣 接 す る 前 記 プ レ テ ン シ ョ ン プ

レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 ２ ３ の Ｐ Ｃ 緊 張 材 挿 通 孔 ２ ６ に 連 通 す る 配 置 に 形 成 さ れ た Ｐ Ｃ 緊 張 材 挿

通 孔 ３ １ が 道 路 幅 員 方 向 に 向 け て 両 端 に 貫 通 開 口 さ れ て い る 。 Ｐ Ｃ 緊 張 材 挿 通 孔 ３ １ の 前

記 プ レ テ ン シ ョ ン プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 ２ ３ と は 反 対 側 の 端 面 側 に は 、 Ｐ Ｃ 緊 張 材 端 部 定 着
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具 ２ ８ が 埋 設 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 尚 、 ポ ス ト テ ン シ ョ ン Ｐ Ｃ 床 版 ３ ０ は 、 プ レ キ ャ ス ト の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 版 （ Ｒ Ｃ 版 ）

を 並 べ て 架 設 す る こ と に よ り 二 次 施 工 部 の 新 コ ン ク リ ー ト 床 版 を 形 成 し 、 し か る 後 、 後 述

す る ポ ス ト テ ン シ ョ ン 用 Ｐ Ｃ 緊 張 材 ３ ３ に よ る プ レ ス ト レ ス を 付 与 し た も の で あ っ て も よ

く 、 ま た 場 所 打 ち の Ｒ Ｃ 版 を 鋼 桁 ２ １ 上 に 二 次 施 工 部 の 新 コ ン ク リ ー ト 床 版 を 構 築 し 、 こ

れ に 前 記 ポ ス ト テ ン シ ョ ン 用 Ｐ Ｃ 緊 張 材 ３ ３ に よ っ て プ レ ス ト レ ス を 付 与 し た も の で あ っ

て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 プ レ テ ン シ ョ ン プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 ２ ３ と ポ ス ト テ ン シ ョ ン Ｐ Ｃ 床 版 ３ ０ と は 、 そ れ ぞ

れ の Ｐ Ｃ 緊 張 材 挿 通 孔 ２ ６ 、 ３ １ に 連 続 し て 挿 通 さ れ た ポ ス ト テ ン シ ョ ン 用 Ｐ Ｃ 緊 張 材 ３

３ を 、 前 述 し た Ｐ Ｃ 緊 張 材 端 部 定 着 具 ２ ７ 、 ２ ８ 間 に お い て 緊 張 す る こ と に よ っ て 互 い に

一 体 化 さ せ 、 且 つ プ レ テ ン シ ョ ン プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 ２ ３ の 端 部 と ポ ス ト テ ン シ ョ ン Ｐ Ｃ

床 版 ３ ０ の 全 域 と に プ レ ス ト レ ス を 付 与 さ せ て い る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 次 に 、 本 発 明 に 係 る 高 架 道 路 用 コ ン ク リ ー ト 床 版 の 架 け 替 え 方 法 の 一 例 に つ い て 説 明 す

る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 こ の 方 法 は 、 図 ３ 、 図 ４ に 示 す 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 ４ ０ の 道 路 幅 員 方 向 の 中 央 を 境 界

と し た ２ 区 画 の 一 方 側 を 一 次 施 工 部 ２ ０ ａ 、 他 方 側 を 二 次 施 工 部 ２ ０ ｂ と し 、 二 次 施 工 部

を 道 路 と し て 共 用 し て い る 状 態 で 、 一 次 施 工 部 ２ ０ ａ の 架 け 替 え を 行 い 、 一 次 施 工 部 ２ ０

ａ の 架 け 替 え 完 了 後 に こ れ を 道 路 と し て 共 用 し た 状 態 で 、 二 次 施 工 部 ２ ０ ｂ の 架 け 替 え 、

両 架 け 替 え 部 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 床 版 を 一 体 化 さ せ て 架 け 替 え 工 事 を 完 了 す る も の で あ る 。

　 次 に 本 例 の 架 け 替 え 工 程 を 順 に 説 明 す る 。

　 ａ ． 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 切 断 部 下 面 の 仮 設 支 持 材 設 置

【 ０ ０ ３ １ 】

　 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 架 け 替 え よ う と す る 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 ４ ０ を 共 用 し て い

る 状 態 で 、 こ れ を ２ つ に 区 画 し 、 先 に 施 工 す る １ 区 画 の 一 次 施 工 部 ２ ０ ａ と 、 該 一 次 施 工

部 ２ ０ ａ の 架 け 替 え 後 に 施 工 す る １ 区 画 の 二 次 施 工 部 ２ ０ ｂ と の 境 界 部 分 の 下 面 に 仮 設 支

持 材 ４ １ を 設 置 す る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 こ の 仮 設 支 持 材 ４ １ は 、 後 述 す る 先 行 、 後 続 の 両 架 け 替 え 部 の 境 界 を 切 断 し た 際 に 、 床

版 の 切 断 部 に 最 も 近 い 鋼 桁 ２ １ か ら 張 り 出 し た 部 分 が 片 持 ち 支 持 さ れ た 状 態 と な る た め 、

そ の 片 持 ち 部 の 先 端 下 面 を 下 側 か ら 支 持 し 、 道 路 表 面 か ら の 下 向 き 荷 重 を 受 け 持 た せ る も

の で あ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 こ の 例 で は 、 床 版 下 面 と 鋼 桁 ２ １ と の 間 に 取 り 付 け た 斜 材 に よ っ て 仮 設 支 持 材 ４ １ を 構

成 さ せ て い る 。 尚 、 仮 設 支 持 材 と し て は 、 斜 材 の 他 に 、 前 述 の 従 来 例 に 示 し た 仮 設 の 鋼 桁

を 使 用 し て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 ｂ ． 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 の 切 断 、 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 の 一 次 施 工 部 の 撤 去

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 二 次 施 工 部 ２ ０ ｂ の 縁 部 上 面 に ガ ー ド レ ー ル ４ ２ を 設 置 し 、

こ の ガ ー ド レ ー ル ４ ２ か ら 二 次 施 工 部 ２ ０ ｂ の 側 の み を 道 路 と し て 共 用 さ せ 、 一 次 施 工 部

２ ０ ａ 上 の 通 行 を 遮 断 状 態 で 、 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 ４ ０ の 一 次 施 工 部 ２ ０ ａ と 二 次 施 工

部 ２ ０ ｂ と の 境 界 部 分 、 本 例 で は 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 ４ ０ の 道 路 幅 員 方 向 中 央 部 分 を 切

断 し 、 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 ４ ０ の 一 次 施 工 部 ２ ０ ａ を 撤 去 す る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 こ の 撤 去 は 一 例 と し て ク レ ー ン を 使 用 し 、 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 ４ ０ の 道 路 進 行 方 向 側

の １ 区 画 ず つ 吊 り 上 げ て 地 上 に 降 ろ し 、 地 上 に て 必 要 な 大 き さ に 破 砕 し 、 鋼 材 と コ ン ク リ
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ー ト と を 分 別 す る よ う に し て も よ く 、 鋼 桁 ２ １ 上 に 架 設 さ れ た 状 態 で 破 砕 し 、 コ ン ク リ ー

ト と 鋼 材 と を 分 別 す る よ う に し て も よ い 。

　 ｃ ． 一 次 施 工 部 へ の プ レ テ ン シ ョ ン プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 の 架 設

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 図 ３ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 ４ ０ が 除 去 さ れ た 一 次 施 工 部 ２ ０ ａ の

鋼 桁 ２ １ 上 に 、 予 め プ レ コ ン ク リ ー ト 構 造 物 制 作 ヤ ー ド で 制 作 し た 所 定 の 数 の プ レ テ ン シ

ョ ン プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 ２ ３ を 鋼 桁 ２ １ の 長 さ 方 向 に 並 べ て 架 設 す る こ と に よ り 一 次 施 工

部 の 新 コ ン ク リ ー ト 床 版 を 形 成 し 、 そ の プ レ テ ン シ ョ ン プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 ２ ３ の 二 次 施

工 部 ２ ０ ｂ 側 縁 部 下 を 仮 設 支 持 材 ４ １ に て 支 持 さ せ 、 一 次 施 工 部 ２ ０ ａ の プ レ テ ン シ ョ ン

プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 ２ ３ を 道 路 と し て の 共 用 に 耐 え 得 る 強 度 と す る 。

ｄ ． 二 次 施 工 部 の 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 の 除 去

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 一 次 施 工 部 ２ ０ ａ の プ レ テ ン シ ョ ン プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 ２ ３ 上 を 共 用 可 能 な 強 度 と す る

と と も に 表 面 に 必 要 な 舗 装 を 施 し 、 そ の 縁 部 上 に 、 先 に 設 置 し た 二 次 施 工 部 ２ ０ ｂ の 縁 部

上 の 仮 設 ガ ー ド レ ー ル ４ ２ を 移 動 さ せ 、 一 次 施 工 部 ２ ０ ａ の 新 プ レ テ ン シ ョ ン プ レ キ ャ ス

ト Ｐ Ｃ 版 ２ ３ 上 を 道 路 と し て 共 用 さ せ 、 二 次 施 工 部 ２ ０ ｂ の 共 用 を 停 止 す る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 こ の 状 態 で 図 ３ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 二 次 施 工 部 ２ ０ ｂ の 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 ４ ０ を

除 去 す る 。 こ の 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 ４ ０ の 除 去 は 、 前 述 し た 一 次 施 工 部 ２ ０ ａ の 場 合 と

同 様 に し て 施 工 す る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

ｅ ． 二 次 施 工 部 の 新 コ ン ク リ ー ト 床 版 の 架 設 、 プ レ ス ト レ ス の 導 入

【 ０ ０ ４ １ 】

　 二 次 施 工 部 ２ ０ ｂ の 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版 ４ ０ を 除 去 し た 後 、 図 ４ （ ｅ ） に 示 す よ う に

、 鋼 桁 ２ １ 上 に ポ ス ト テ ン シ ョ ン 用 Ｒ Ｃ 版 ４ ３ を 複 数 並 べ て 架 設 す る こ と に よ っ て 二 次 施

工 部 の 新 コ ン ク リ ー ト 床 版 を 構 成 さ せ る 。 こ の ポ ス ト テ ン シ ョ ン 用 Ｒ Ｃ 版 ４ ３ の 架 設 は 、

予 め 制 作 ヤ ー ド に て 所 定 の 形 状 に 形 成 し た プ レ キ ャ ス ト Ｒ Ｃ 版 を 鋼 桁 ２ １ 上 に 並 べ る こ と

に よ っ て 行 う 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 尚 、 二 次 施 工 部 の 新 コ ン ク リ ー ト 床 版 の 架 設 は 、 ポ ス ト テ ン シ ョ ン 用 Ｒ Ｃ 版 ４ ３ を 使 用

せ ず に 、 施 工 現 場 に お い て 型 枠 を 組 み 、 場 所 打 ち コ ン ク リ ー ト に よ っ て 形 成 し て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 二 次 施 工 部 の 新 コ ン ク リ ー ト 床 版 の 架 設 後 、 Ｒ Ｃ 版 ４ ３ に 埋 設 し た シ ー ス に よ り 構 成 さ

れ て い る Ｐ Ｃ 緊 張 材 挿 通 孔 ３ １ と 、 こ れ に 連 通 さ せ た プ レ テ ン シ ョ ン プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版

２ ３ の Ｐ Ｃ 緊 張 材 挿 通 孔 ２ ６ に 連 続 さ せ て ポ ス ト テ ン シ ョ ン 用 Ｐ Ｃ 緊 張 材 ３ ３ を 挿 通 し 、

そ の 一 端 を プ レ テ ン シ ョ ン プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 ２ ３ の 裏 面 の Ｐ Ｃ 緊 張 材 端 部 定 着 具 ２ ７ に

定 着 さ せ 、 他 端 を ポ ス ト テ ン シ ョ ン 用 Ｒ Ｃ 版 ４ ３ の 端 面 の Ｐ Ｃ 緊 張 材 端 部 定 着 具 ２ ８ に 通

し 、 緊 張 用 ジ ャ ッ キ を 使 用 し て 緊 張 し た 後 、 そ の 端 部 を Ｐ Ｃ 緊 張 材 端 部 定 着 具 ２ ８ に 定 着

す る こ と に よ り プ レ ス ト レ ス を 導 入 さ せ る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 こ の プ レ ス ト レ ス は 、 Ｐ Ｃ 緊 張 材 端 部 定 着 具 ２ ７ ， ２ ８ 間 に 導 入 さ れ る こ と と な り 、 ポ

ス ト テ ン シ ョ ン 用 Ｒ Ｃ 版 ４ ３ の 道 路 幅 員 方 向 に プ レ ス ト レ ス が 導 入 さ れ て ポ ス ト テ ン シ ョ

ン Ｐ Ｃ 床 版 ３ ０ が 構 成 さ れ る 。

ｆ ． 仮 設 ガ ー ド レ ー ル 、 仮 設 支 持 材 の 撤 去 、 全 幅 員 共 用 開 始

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 こ の よ う に し て 新 た な 架 け 替 え Ｐ Ｃ 床 版 ２ ０ を 構 築 し た 後 、 図 ４ （ ｆ ） に 示 す よ う に 仮

設 ガ ー ド レ ー ル ４ ２ 及 び 仮 設 支 持 材 ４ １ を 撤 去 し 、 架 け 替 え Ｐ Ｃ 床 版 ２ ０ の 全 幅 員 を 道 路

と し て 共 用 さ せ て 架 け 替 え を 完 了 す る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 こ の よ う に 構 成 さ れ る 架 け 替 え Ｐ Ｃ 床 版 ２ ０ に お け る 一 次 施 工 部 ２ ０ ａ と 二 次 施 工 部 ２
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０ ｂ と の 連 結 部 分 の プ レ ス ト レ ス は 、 プ レ テ ン シ ョ ン プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 ２ ３ の プ レ テ ン

シ ョ ン 用 Ｐ Ｃ 緊 張 材 ２ ４ に よ る 応 力 は 、 図 ５ （ ａ ） に 示 す 応 力 線 図 の よ う に 、 端 部 に 到 る

一 定 長 さ に お い て 徐 々 に 小 さ く な り 、 端 部 で ０ と な る が 、 ポ ス ト テ ン シ ョ ン 用 Ｐ Ｃ 緊 張 材

３ ３ に よ る 応 力 は 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す 応 力 線 図 の よ う に 、 プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 ２ ３ の 端 部

に お い て 、 所 定 の 応 力 を 生 じ さ せ る こ と が で き 、 こ れ ら の 応 力 が 合 成 さ れ て 図 ５ （ ｃ ） に

示 す 応 力 線 図 と な り 、 一 次 施 工 部 ２ ０ ａ と 二 次 施 工 部 ２ ０ ｂ と の 連 結 部 分 に 応 力 が 減 少 す

る 部 分 が な く 、 全 幅 員 に 亘 っ て 必 要 な 応 力 が 導 入 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 ま た 、 一 次 施 工 部 ２ ０ ａ の 架 け 替 え に 際 し 、 プ レ テ ン シ ョ ン 方 式 の プ レ テ ン シ ョ ン プ レ

キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版 ２ ３ を 使 用 す る こ と に よ り 、 ポ ス ト テ ン シ ョ ン 方 式 の プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版

や Ｐ Ｃ 床 版 と す る 場 合 に 比 べ 、 高 価 で あ る Ｐ Ｃ 緊 張 材 を 定 着 さ せ て お く た め の Ｐ Ｃ 緊 張 材

端 部 定 着 具 の 使 用 数 が 少 な く て よ く な り 、 コ ス ト を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 尚 、 上 述 の 例 で は 架 け 替 え 完 了 後 に 仮 設 支 持 材 ４ １ を 撤 去 す る こ と と し て い る が 、 仮 設

鋼 桁 を 使 用 す る 場 合 に は 、 こ れ を 撤 去 す る こ と な く 、 そ の ま ま 補 助 の 支 持 材 と し て 残 し て

も よ い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ９ 】

２ ０ 　 架 け 替 え Ｐ Ｃ 床 版 　

２ ０ ａ 　 一 次 施 工 部

２ ０ ｂ 　 二 次 施 工 部

２ １ 　 鋼 桁

２ ３ 　 プ レ テ ン シ ョ ン プ レ キ ャ ス ト Ｐ Ｃ 版

２ ４ 　 プ レ テ ン シ ョ ン 用 Ｐ Ｃ 緊 張 材

２ ５ 　 緊 張 支 圧 部

２ ６ 　 Ｐ Ｃ 緊 張 材 挿 通 孔

２ ７ 　 Ｐ Ｃ 緊 張 材 端 部 定 着 具

２ ８ 　 Ｐ Ｃ 緊 張 材 端 部 定 着 具 　

３ ０ 　 ポ ス ト テ ン シ ョ ン Ｐ Ｃ 床 版

３ １ 　 Ｐ Ｃ 緊 張 材 挿 通 孔

３ ３ 　 ポ ス ト テ ン シ ョ ン 用 Ｐ Ｃ 緊 張 材

４ ０ 　 既 設 コ ン ク リ ー ト 床 版

４ １ 　 仮 設 支 持 材

４ ２ 　 仮 設 ガ ー ド レ ー ル

４ ３ 　 ポ ス ト テ ン シ ョ ン 用 Ｒ Ｃ 版
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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